
学生特別支援室（SSR）では、障害等のある学生の修学支援に
関連する研修会を開催しています。
障害等のある学生を対象とするものから、支援に関わる教職員

に向けたもの、支援スキルや支援実施に興味のある学生への研修
まで、支援への関わり方に併せて必要な時に参考にしていただけ
るよう、内容や実施要領を工夫しています。
興味のある方は、対象者をご確認の上、お気軽に参加ください。

SSRでは関連研修会を実施しています
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SSRセミナー

障害等のある学生のための就職セミナー/就職支援勉強会

SSRスキル研修会

学生特別支援室（SSR）が主催するセミナーです。
令和6年度からは年に２度を目安に開催しています。
障害学生支援に関する現状の共有や、合理的配慮に関する基礎

的な内容の確認をテーマとしています。
一部動画コンテンツとして配信していますので、必要な時に視聴で

きます。

学生特別支援室（SSR）が学生対象に実施している研修会です。
指文字や手話をはじめとした、支援に関連するスキルを学びます。
前期×5回+後期×5回開催しています。
一回のみ、途中からの参加も可能です。
興味のある学生は、気軽にご参加ください。

キャリアセンターと学生特別支援室が共同開催するイベントです。
障害等のある学生を対象に、就職や進路選択に関する情報提供を

行うセミナーや、障害等のある学生の就職支援を担当する教職員の
ための勉強会の二種類を用意しています。
これまで、地域の支援機関（就労移行支援事業所、障害者就業・生

活支援センター、障害者職業センター等）や、障害者雇用に関する情
報発信を行っている企業のご担当者等を講師にお招きしてきました。
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アクセシビリティリーダー育成プログラム（ALP）
山口大学では「アクセシビリティリーダー育成プログラム（ALP）」を導入しています。
ALPは、教育課程＋認定試験＋研修合宿から構成される、多様なニーズやアクセシビリティ、ユニバーサル

デザイン等について体系的に学べる人材育成・活用プログラムです。
認定試験に合格し手続きを経ると、アクセシビリティリーダー（AL）資格を取得できます。

本学の共通教育「ユニバーサルデザイン展開科目」4科目を、1級AL教育課程と連動させて開講しています。
各科目は、それぞれ独立していますが、すべての単位を取得することで1級AL認定のための要件を満たすこと

ができます。
ユニバーサルデザイン展開科目では、講義形式の概論、支援コーディネート能力を養う演習、支援スキルを学

ぶ実習を通して、体系的にアクセシビリティについて学習することができます。

ALP教育課程

ALPの教育課程は、 アクセシビリティリーダ
ー育成協議会が提供する「オンライン・アクセ
シビリティ講座」と、本学の授業「ユニバーサ
ルデザイン展開科目」で構成されています。
「オンライン・アクセシビリティ講座」は、学生

のみでなく、教職員にもご参加いただけます。

共通教育「ユニバーサルデザイン展開科目」共通教育「ユニバーサルデザイン展開科目」

「オンライン・アクセシビリティ講座」は、ア
クセシビリティリーダー育成協議会が配信
するオンライン学習コンテンツです。
教育課程の中でも基礎的な位置づけで、

アクセシビリティについて幅広く学べる内
容です。

オンライン・アクセシビリティ講座オンライン・アクセシビリティ講座

UD展開科目 開催期間 概要

アクセシビリティ支援概論
R6Q1 • アクセシビリティに関する概念整理

• 多様なニーズとアクセシビリティ支援に関
する知識を得ます。夏期集中

アクセシビリティ・コーディネート演習
R6Q2

• コーディネート能力の育成
• 問題解決能力の育成夏期集中

アクセシビリティ支援実習Ⅰ 夏期集中
• コミュニケーションに関わる支援スキルを

学びます。
• ノートテイク、簡単な手話、指文字など･･･

アクセシビリティ支援実習Ⅱ 春期集中
• 読み書き・操作、移動に関わる支援スキル
• ガイドヘルプ、車椅子操作、点訳など…

講義

演習

実習

講座 概要

導入編
• アクセシビリティに関する意識を確認します。
• 全1章、1時間程度で学習できる内容です。

基礎編
• アクセシビリティに関する知識を得る内容。
• 全6章、6時間程度で学習できる想定です。

AL資格 対象 教育課程

1級AL 学生 オンラインアクセシビリティ講座
ユニバーサルデザイン展開科目

2級AL 学生
教職員

オンラインアクセシビリティ講座

アクセシビリティリーダー育成協議会
HP https://al-pc.jp/web/



リーダー資格取得者 輩出状況（H26～R6）
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2級 学生 20 12 13 8 11 11 4 13 7 5 8

2級 職員 8 4 5 2 2 2 2 17 6 3

1級 学生のみ 2 5 5 6 4 5 4

1級 ２級総数 20 20 17 13 13 13 6 15 24 11 11

1級 １級総数 0 0 0 0 2 5 5 6 4 5 4
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• 本学では平成26年度からALPを導入し、これまで多くの学生・教職員に参加いただいてきました。
• 平成30年度からは、2級リーダー（学生・教職員）に加えて1級リーダー（学生のみ）を輩出しています。
• 最近では業務との兼ね合いでSDの一環として活用いただくこともあります。

1級 31名
2級 163名
1級 31名
2級 163名

受講者累計
355名

受講者累計
355名

アクセシビリティリーダー認定試験

アクセシビリティリーダーキャンプ（ALC）

• アクセシビリティリーダー認定試験は、教育課程修了者（単位取得見込みを含む）を対象に実施されます。
• 認定試験の合格者は、手続きを経て3月初旬に「アクセシビリティリーダー」として認定されます。
• 実施時期：11月末～12月（CBT形式）

• AL資格を取得した学生を対象として研修合宿（アクセシビリティリーダーキャンプ）が開催されます。
• 社会の最新のニーズと取組みについて触れ、アクセシビリティに関する議論を深める、課題解決型のプロ

グラムが用意されています。
• 実施時期：秋キャンプ（9月オンライン）・春キャンプ（2月末～3月初旬 ハイブリット）



このNewsLetterは、山口大学基金の助成により作成されています

山口大学 学生特別支援室（SSR）
メインオフィス：共通教育本館１階

TEL：０８３－９３３－５２５６
E-mail：shien@yamaguchi-u.ac.jp

ALP × SSR学生スタッフ
学生特別支援室（SSR）では、毎年、学生スタッフが活躍しています。
• SSR学生スタッフの多くは、アクセシビリティリーダー資格取得者です。

教育課程で学んだことを生かしつつ活動することで、本学の障害等のある学生のた
めの修学支援に貢献するとともに、アクセシビリティに関する学びをより深めていくこ
とを目指しています。

• 歴代の学生スタッフは、所属学部（人文学部・教育学部・経済学部・理学部・医学
部・工学部・農学部・国際総合科学部）も、学年（1～4年生・大学院生）も多様です。

• 活動内容は、障害等のある学生への授業中支援から、学内バリアフリーに関する取
組まで多岐にわたります。

• これまでのSSR学生スタッフの活動の概要を、以下にまとめました。

年度 人数
SSR学生スタッフ これまでの主な活動

支援実施・支援環境整備 学内バリアフリーに関する取組

H27 13名 ◆SSRスキル研修会の運営補佐 学内バリアフリーツアー実施

H28 19名

◆オープンキャンパスでのサポート実施
◆SSRスキル研修会の運営補佐
◆支援トライアル実施：ノートテイク・遠隔テイ
ク広島大学×山口大学

身障者用駐車場の調査
点字ブロック状況調査
駐輪状況調査

H29 13名
◆支援の実施：ノートテイク、コミュニケーショ
ンサポーター、学生ピアサポーター

身障者用トイレ調査
駐輪場の状況調査
学内移動ルート調査

H30 12名
◆支援の実施：ノートテイク、コミュニケーショ
ンサポーター、学生ピアサポーター

点字ブロック追加調査
経済学部バリアフリー調査
共通教育棟スロープ調査

R1 15名
◆支援の実施：ノートテイク、支援機器の設置
◆支援機器マニュアル作成

共通教育棟車椅子スペース調査
人文学部バリアフリー調査

R2 12名

◆支援の実施：ノートテイク、教材支援、教材
文字おこし、音声認識
◆支援機器のメンテナンス
◆遠隔支援環境の整備

（感染症拡大により一部活動を休止・
規模を縮小して活動）

R3 16名
◆支援の実施：音声認識
◆支援機器のメンテナンス
◆支援機器の使用に関する調査・実験

駐輪状況追加調査
点字ブロック状況調査
共通教育棟周辺段差・スロープ・自動ド
アに関する調査

R4 15名
◆支援機器のメンテナンス
◆支援機器マニュアル作成
◆支援機器の使用に関する調査・実験

駐輪状況追加調査
点字ブロック状況調査
共通教育棟周辺段差・スロープ・自動ド
アに関する調査
遮光カーテン調査

R5 20名
◆支援機器のメンテナンス
◆支援トライアルの実施
◆支援機器動画マニュアル作成

教育学部バリアフリー調査
共通教育棟教室番号標識の調査
共通教育棟WiFi調査

R6 14名
◆支援機器のメンテナンス
◆支援トライアルの実施
◆読書速度サンプル収集

総合図書館バリアフリー調査
共通教育棟WiFi調査
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